
特
集
・
都
市
の
な
か
の
川
⑤

河
川
の
水
質
汚
濁
の
問
題

神
長
重
夫
＜
公
害
対
策
局
水
質
課
長
＞

都
市
の
な
か
の
川
は
、
魚
の
姿
が
見
え
な
い
ほ
ど
水
質
汚
濁
が
進
ん
だ
が
、

最
近
わ
ず
か
で
あ
る
が
回
復
の
き
ざ
し
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

だ
が
「
魚
が
す
め
る
河
川
」
に
は
ほ
ど
遠
い
現
状
で
あ
る
。
河
川
の

水
質
汚
濁
の
現
状
、
問
題
点
や
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
考
え
る
。

一
ｌ
は
じ
め
に

二
ｌ
水
質
汚
濁
の
現
状

三
ｌ
水
質
汚
濁
の
問
題
点

四
ｌ
生
物
の
す
め
る
河
川

一

―
は
じ
め
に

　
地
球
上
の
天
然
水
は
、
蒸
発
、
凝
縮
、
流
動
な
ど
の

過
程
を
と
お
し
て
お
互
い
に
連
絡
し
交
互
に
依
存
し
あ

っ
て
、
循
環
を
く
り
か
え
し
て
い
る
倒
。
水
は
気
態
、

液
態
、
固
態
と
姿
を
た
や
す
く
変
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
循
環
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
の
特
性
が
地
球
表

面
の
様
子
を
変
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

海
水
を
は
じ
め
と
す
る
地
表
水
は
、
ゆ
っ
く
り
と
蒸
発

し
、
や
が
て
十
日
間
ぐ
ら
い
大
気
に
滞
留
し
て
、
雨
や

雪
に
な
っ
て
地
表
に
達
す
る
。
こ
の
一
部
は
地
下
水
と

か
湖
沼
水
と
か
に
な
り
、
一
部
は
河
川
水
と
な
り
、
ま

た
他
の
一
部
は
雪
・
雪
渓
・
氷
・
氷
河
と
し
て
数
十
日

か
ら
数
万
年
の
長
さ
で
、
こ
の
地
球
上
に
滞
留
す
る
。

地
下
水
は
ふ
た
た
び
地
表
に
出
て
河
川
水
に
加
わ
り
、

け
っ
き
ょ
く
海
に
入
る
。
水
は
こ
の
よ
う
に
移
動
し
、

循
環
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
水
の
循
環
に
伴
っ
て
水
は
い
ろ
い
ろ
の
物
質
を

溶
か
し
移
動
す
る
。
河
川
水
は
降
水
時
に
大
気
中
の
物

質
を
と
り
込
み
、
土
壌
・
岩
石
に
由
来
す
る
物
質
が
こ

れ
に
加
わ
る
。
そ
し
て
人
間
活
動
、
す
な
わ
ち
家
庭
生

活
、
農
業
に
用
い
ら
れ
る
肥
料
そ
の
他
の
物
質
、
工
場

か
ら
の
排
水
な
ど
の
形
で
、
さ
ま
ざ
ま
の
物
質
が
加
わ

る
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
物
質
が
溶
出
お
よ
び
吸
着
、
沈

殿
な
ど
を
通
し
て
そ
の
河
川
水
の
化
学
組
成
を
決
定
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
都
市
で
は
、
こ
の
人
間
活
動

に
よ
る
汚
染
が
大
き
す
ぎ
る
う
え
に
複
雑
す
ぎ
て
、
水

質
公
害
と
い
う
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
河
川
の
水
質
汚
濁
と
は
、
河
川
に
人
為
的
原
因
に
よ

　
り
汚
水
が
流
入
し
て
、
水
質
が
変
化
し
、
水
中
の
生
物

　
相
の
生
活
環
境
に
不
利
な
状
態
が
生
じ
た
り
、
水
利
用

　
上
支
障
が
生
じ
た
り
す
る
場
合
に
呼
ば
れ
て
い
る
。
水

　
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
六
年
六
月
施
行
）
で
は
、

　
人
の
健
康
保
護
（
有
害
物
質
に
よ
る
）
及
び
生
活
環
境

　
を
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
水
質
の
汚
濁
の
防

止
を
は
か
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
定
義
さ
れ
て
い
る
汚
水

　
ま
た
は
廃
液
と
は
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
そ
の
他
の
大
の
健
康

　
に
係
る
被
害
が
直
接
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
有
害
物
質

　
（
現
在
九
種
類
）
を
含
む
か
、
直
接
の
有
害
成
分
で
は

　
な
い
が
、
生
活
環
境
に
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る

　
程
度
の
も
の
と
し
て
、
水
素
イ
オ
ン
濃
度
（
p
H
）
そ
の

　
他
水
の
汚
染
状
態
を
示
す
項
目
（
生
活
環
境
項
目
、
Ｂ
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Ｏ
Ｄ
＝
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
等
一
二
項
目
）
を
定

め
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
生
活
環
境
と
は
、
常
識
的
な

意
味
で
の
人
の
生
活
環
境
ほ
か
、
日
常
生
活
の
環
境
、

大
の
生
活
に
密
接
に
関
係
あ
る
財
産
、
動
植
物
お
よ
び

生
育
環
境
を
含
む
広
い
範
囲
を
さ
し
て
い
る
。

　
現
在
の
水
質
保
全
行
政
は
、
こ
れ
ら
の
概
念
の
も
と

に
、
そ
の
地
域
又
は
水
域
に
つ
い
て
環
境
基
準
ｌ
大
の

健
康
を
保
護
し
、
お
よ
び
生
活
環
境
を
保
全
す
る
う
え

で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
―
を
定
め
、
こ

れ
を
目
標
と
し
て
諸
施
策
を
総
合
的
か
つ
有
効
適
切
に

講
ず
る
こ
と
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。

　
横
浜
市
で
は
、
そ
の
達
成
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め

に
ま
た
環
境
基
準
よ
り
厳
し
い
水
質
環
境
目
標
「
魚
が

す
み
、
釣
り
や
水
遊
び
が
楽
し
め
る
海
や
川
を
市
民
の

手
に
取
り
も
ど
す
」
た
め
の
施
策
を
『
横
浜
市
総
合
計

画
（
一
九
八
五
）
』
の
中
に
定
め
、
そ
の
達
成
を
め
ざ

し
て
努
力
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
本
市
内
河
川
の
水
質

汚
濁
の
現
状
と
そ
の
種
々
の
闇
題
点
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
魚
の
す
め
る
河
川
に
つ
い
て
述
べ
る
。

二

水
質
汚
濁
の
現
状

　
去
る
八
月
二
十
二
日
の
神
奈
川
新
聞
に
よ
る
と
「
大

岡
川
の
宮
川
橋
付
近
に
ボ
ラ
の
群
れ
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
あ
り
、
翌
日
二
十
三
日
に
は
「
鶴
見
川

で
大
量
の
魚
ｌ
コ
イ
、
フ
ナ
、
モ
ッ
ゴ
（
別
名
ク
チ
ボ

ソ
）
ド
ジ
ョ
ウ
ｌ
が
浮
上
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
視
点
を
変
え
て
み
る
と
、
大
岡
川
下
流
は
下
水
道

の
整
備
と
工
場
排
水
の
規
制
に
よ
り
、
水
質
が
回
復
し

て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
鶴
見
川
上
流
は
水
質
は
回
復
し

て
き
た
が
、
河
川
の
維
持
水
量
が
少
な
い
た
め
に
極
部

的
に
水
温
が
上
昇
し
、
水
中
の
酸
素
不
足
を
き
た
し
た

た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
両
記
事
と
も
今

日
の
都
市
河
川
と
そ
こ
に
棲
む
生
物
と
の
実
態
報
告
で

あ
り
、
現
在
の
市
内
河
川
の
水
質
汚
濁
の
一
面
を
物
語

っ
て
い
る
。

　
横
浜
市
内
河
川
の
源
は
鶴
見
川
、
境
川
を
の
ぞ
い
て
、

殆
ん
ど
が
市
内
丘
陵
部
分
に
あ
り
、
そ
こ
に
楔
形
に
介

在
す
る
平
坦
地
に
流
出
し
、
市
街
地
を
通
り
、
境
川
、

柏
尾
川
水
系
は
相
模
湾
（
片
瀬
海
岸
）
に
、
そ
の
他
の

大
部
分
は
東
京
湾
に
流
入
し
て
い
る
。
標
高
三
〇
メ
ー

ト
ル
以
上
の
丘
陵
地
は
市
域
面
の
約
六
割
を
占
め
、
近

年
の
宅
地
開
発
に
よ
っ
て
、
降
水
及
び
地
下
水
の
涵
養

量
が
少
な
く
な
り
、
従
来
自
然
林
等
か
ら
流
出
し
て
い

た
清
水
に
替
り
、
生
活
排
水
が
流
出
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
中
・
下
流
域
の
市
街
地
は
、
下
水
道
の
整
備
に
よ

り
相
当
効
果
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
都
市
活

動
区
域
の
拡
大
と
人
口
の
過
密
化
は
、
水
質
汚
濁
の
大

き
な
因
子
と
な
っ
て
い
る
。

　
水
質
汚
濁
状
況
の
経
緯
を
み
る
と
、
旧
市
街
地
を
流

域
と
す
る
河
川
は
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
、
そ
の
他
の
新

市
街
地
を
中
心
に
流
れ
る
河
川
は
四
十
年
頃
か
ら
そ
れ

表‐２　年度別環境基準不適合率（河川）一生活環境項目表‐１　年度別環境基準不適合率（河川）一有害物質
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ぞ
れ
汚
染
が
進
み
、
四
十
三
～
四
十
五
年
当
時
が
最
悪

と
な
り
、
最
近
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
回
復
の
き
ざ
し

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
図
１
１
・
２
）
。

　
図
ｌ
１
の
測
定
点
に
お
け
る
過
去
五
年
の
水
質
測
定

結
果
を
そ
れ
ぞ
れ
の
水
域
の
環
境
基
準
と
比
較
し
て
み

る
と
、
表
ｌ
１
、
２
の
よ
う
に
な
る
。

　
ま
ず
、
有
害
物
質
に
関
し
て
こ
の
よ
う
に
急
速
に
改

善
さ
れ
た
の
は
、
四
十
五
年
以
降
の
公
害
関
係
法
令
を

中
心
と
し
た
工
場
排
水
の
規
制
・
指
導
等
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
実
績
は
環
境
基
準
設
定

後
直
ち
に
維
持
達
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
、
法

の
目
的
に
概
ね
そ
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
一

方
、
生
活
環
境
項
目
（
表
ｌ
２
）
に
関
し
て
は
、
全
般

的
デ
ー
タ
に
つ
い
て
判
断
す
る
と
横
ば
い
の
よ
う
に
み

え
る
が
、
代
表
的
Ｂ
Ｏ
Ｄ
に
し
ぼ
っ
て
み
る
と
、
わ
ず

か
な
が
ら
回
復
に
向
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
最
近
、
鶴
見
川
、
帷
子
川
の
上
流
や
大
岡
川
の
下
流

で
魚
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
有
害
物
質

　
（
法
で
定
め
ら
れ
た
）
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
が
大
き

な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
今
後
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
を
中
心
と
し

た
有
機
汚
濁
物
質
を
さ
ら
に
除
去
し
て
行
く
こ
と
、
予

測
さ
れ
な
い
新
化
学
物
質
（
未
規
制
物
質
、
今
後
の
科

学
的
知
見
の
進
展
に
よ
り
基
準
に
追
加
さ
れ
る
も
の
）

に
対
す
る
措
置
を
ど
う
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
。

　
河
川
汚
濁
と
い
う
よ
り
は
、
美
観
の
問
題
に
も
な
る

が
ご
み
の
投
棄
が
未
だ
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
雨

あ
が
り
の
横
浜
港
・
江
の
島
と
片
瀬
海
岸
の
ご
み
は
想

像
以
上
の
も
の
で
あ
る
。

三

水
質
汚
濁
の
問
題
点

　
河
川
に
排
出
さ
れ
る
汚
濁
物
量
（
一
般
的
に
は
負
荷

量
と
い
わ
れ
Ｂ
Ｏ
Ｄ
量
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
）
が
、
ど

の
地
域
か
ら
ど
の
て
い
ど
排
出
さ
れ
る
か
を
四
十
九
年

か
ら
五
十
年
に
か
け
て
推
計
々
算
を
行
っ
た
結
果
、
処

理
区
域
を
の
で
い
て
生
活
系
排
水
五
六
・
六
ｔ
／
日

（
9
1
％
）
工
場
・
事
業
場
排
水
五
・
六
ｔ
／
日
（
９
％
）

図‐１ 横浜市内各測定点及び年平均

ＣＯＤ（海域）値（㎎/ｌ )

ＢＯＤ（河川）

図‐２ 市内主要河川における汚濁の経年度化
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で
あ
っ
た
（
２
)
。
こ
れ
を
排
水
量
で
み
る
と
、
生
活
系
排

水
二
七
・
五
万
Ｗ
／
日
（
7
4
％
）
、
工
場
・
事
業
場
排

水
一
〇
・
六
万
3
ｍ
／
日
（
2
6
％
）
で
あ
る
。
現
状
を
Ｂ

Ｏ
Ｄ
排
出
量
（
有
機
汚
濁
物
量
）
で
み
る
か
ぎ
り
、
市

内
河
川
は
家
庭
下
水
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
い

え
る
。
こ
れ
ら
の
発
生
・
排
出
径
路
を
モ
デ
ル
化
し
た

の
が
図
ｌ
３
で
あ
る
。
一
般
家
庭
か
ら
の
発
生
負
荷
は

生
活
雑
排
水
及
び
し
尿
が
排
出
さ
れ
る
が
、
従
来
通
り

の
し
尿
↓
汲
取
り
、
海
洋
投
入
、
生
活
雑
排
水
↓
未
処

理
放
流
が
殆
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
は
下
水
道
の
整
備
の
お
く
れ

　
（
表
ｌ
３
・
４
）
と
人
口
の
急
増
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
の
問
題
は
し
尿
浄
化
槽

で
あ
る
。
こ
れ
は
し
尿
の
み
を
浄
化

す
る
単
独
式
―
特
に
新
市
街
地
に

普
及
し
、
管
理
が
悪
い
た
め
消
化
不

十
分
で
あ
る
も
の
が
多
い
―
と
団

地
・
事
業
所
等
に
多
い
雑
排
水
と
し

尿
を
一
緒
に
処
理
す
る
合
併
式
浄
化

槽
が
あ
る
。
一
般
家
庭
向
き
の
小
形

単
独
式
浄
化
槽
は
設
計
基
準
が
Ｂ
Ｏ

Ｄ
九
十
㎎
／
ｌ
と
定
め
ら
れ
て
い
る

が
、
個
人
家
庭
で
規
定
通
り
に
管
理

し
、
十
分
な
効
果
を
あ
げ
て
い
る
の

は
少
な
く
、
今
後
の
維
持
管
理
の
強

化
が
の
ぞ
ま
れ
る
。
古
来
、
わ
が
国
の
山
紫
水
明
は
し

尿
を
農
村
に
還
元
し
、
水
域
に
排
出
し
な
い
自
然
の
サ

イ
ク
ル
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。
近
年
の
衛
生

思
想
の
変
化
、
農
業
近
代
化
、
宅
地
開
発
の
波
は
こ
の

サ
イ
ク
ル
を
分
断
し
、
河
川
の
生
態
系
を
全
く
変
え
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
特
に
従
来
使
わ
れ
て
い
た
し
尿

　
（
下
肥
）
を
肥
料
と
し
て
使
わ
ず
、
化
学
肥
料
（
工
業

生
産
物
）
に
と
っ
て
代
り
、
さ
ら
に
大
量
の
農
薬
を
使

う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
河
川
を
大
き
く
変
貌
さ
せ

図‐３　発生負荷量推計モデル

表‐3 横浜市下水道普及状況（昭和51年３月）

表‐４ 横浜市水洗化普及状況（昭和51年４月）
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た
元
凶
の
一
つ
で
あ
る
。
昭
和
五
十
年
度
の
し
尿
海
洋

投
入
量
は
五
十
万
k
l
で
、
人
口
約
百
万
人
分
に
相
当
す

る
。
浄
化
槽
の
設
置
状
況
は
、
表
ｌ
５
の
と
お
り
で
あ

る
。

　
次
に
工
場
排
水
で
あ
る
が
、
有
機
物
負
荷
量
（
Ｂ
Ｏ

Ｄ
）
か
ら
み
る
と
河
川
流
入
量
の
約
一
割
で
あ
る
。
昭

和
四
十
五
～
六
年
当
時
は
全
体
の
四
割
て
い
ど
に
推
計

さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
排
水
処
理
施
設
を
設
置
し
処
理

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
使
用
薬
品
等
の
原
料
か

ら
生
産
工
程
ま
で
を
再
検
討
し
可
能
な
か
ぎ
り
発
生
源

を
少
な
く
す
る
と
と
も
に
、
工
程
水
の
再
利
用
、
さ
ら

に
は
ク
ロ
ー
ズ
ド
化
す
る
方
向
で
規
制
、
指
導
し
て
き

た
こ
と
等
に
よ
り
、
約
一
割
ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。
特
に
シ
ア
ン
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
等
の

有
害
物
に
つ
い
て
は
、
よ
り
安
全
な
代
替
物
に
す
る

か
、
使
用
し
な
い
方
向
で
努
力
が
な
さ
れ
た
た
め
に
、

表
―
１
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
河
川
で
は
検
出
さ
れ
な
く

な
っ
て
き
た
。
な
お
、
鉛
が
し
ば
し
ば
環
境
基
準
を
こ

え
て
い
る
が
、
工
場
排
水
系
以
外
か
ら
の
混
入
で
あ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
鉛
は

一
例
で
あ
る
が
、
現
在
又
は
将
来
の
工
業
生
産
物
に
よ

り
何
が
排
水
中
に
含
ま
れ
て
く
る
か
不
明
な
の
が
実
情

で
あ
り
、
汚
染
を
未
然
に
防
止
し
て
い
く
こ
と
は
至
難

な
仕
事
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
に
は
下
水
道
整
備
が
基
本

的
対
策
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
下
水
道
の

機
能
を
十
分
に
活
用
し
て
は
じ
め
て
い
え
る
こ
と
で
あ

る
。
最
近
の
マ
ス
コ
ミ
で
は
下
水
の
高
度
処
理
（
三
次

処
理
）
が
急
務
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
普
及
率

の
低
い
本
市
に
あ
っ
て
は
、
と
り
あ
え
ず
活
性
汚
濁
処

理
（
二
次
処
理
）
を
全
域
に
先
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

先
に
の
べ
た
負
荷
量
を
削
減
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
下
水
道
に
流
入
す
る
工
場

排
水
の
規
制
・
監
視
が
強
化
さ
れ
な
け
れ
ば
良
質
の
処

理
水
を
放
流
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
る
で
あ
ろ

う
。
家
庭
下
水
に
つ
い
て
も
、
下
水
が
完
備
し
た
か
ら

何
を
流
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
下
水
道

を
適
正
に
使
用
す
る
と
い
う
市
民
の
協
力
が
必
要
で
あ

る
。
現
在
の
都
市
の
消
費
生
活
―
廃
棄
物
に
つ
な
が

る
―
は
負
荷
量
を
増
し
、
都
市
生
活
の
多
様
化
に
よ

り
、
有
害
物
質
の
流
出
す
る
可
能
性
が
十
分
考
慮
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

　
図
―
２
に
含
ま
れ
な
い
も
の
に
雨
水
に
よ
る
水
質
汚

濁
の
問
題
が
あ
る
。
雨
水
は
大
気
中
の
汚
染
物
質
を
溶

か
し
て
降
下
す
る
。
酸
性
雨
な
ど
は
そ
の
一
例
で
あ

る
。
雨
水
は
さ
ら
に
地
表
に
存
在
す
る
多
く
の
汚
物
を

含
み
河
川
に
入
る
。
こ
の
場
合
浸
透
性
の
地
表
面
か
ら

は
流
出
し
に
く
い
が
、
都
市
の
よ
う
な
不
浸
透
性
の
地

表
面
（
市
街
地
の
不
浸
透
面
積
率
は
五
〇
％
以
上
と
い

は
れ
て
い
る
）
で
は
地
表
の
汚
物
の
大
部
分
が
洗
い
流

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗

装
さ
れ
た
路
面
な
ど
に
は
、
都
市
生
活
に
よ
る
さ
ま
ざ

ま
な
汚
物
が
あ
る
。
犬
の
糞
や
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
の
摩

耗
物
、
タ
バ
コ
の
吸
設
、
大
気
中
か
ら
の
降
下
バ
イ
ジ
ン

だ
け
で
も
か
な
り
の
量
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
(
3
)
。

こ
れ
ら
の
流
出
は
大
部
分
が
初
期
降
雨
時
に
あ
る
の

で
、
最
近
の
下
水
道
の
設
計
で
は
こ
れ
を
見
込
ん
で
い

る
が
、
問
題
に
な
る
の
は
未
整
備
地
域
で
直
接
河
川
に

流
出
す
る
地
域
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
も
、
宅
地
開
発

に
よ
る
市
街
化
は
浸
透
性
の
地
表
面
―
水
源
を
確
保

す
る
緑
地
―
を
少
な
く
し
、
平
常
時
に
お
け
る
河
川

の
維
持
水
量
を
少
な
く
し
て
い
る
と
と
も
に
、
汚
濁
物

を
増
加
さ
せ
て
い
る
。

四

生
物
の
す
め
る
河
川

　
横
浜
市
公
害
対
策
局
は
、
五
十
年
十
月
「
横
浜
市
水

域
に
お
け
る
環
境
」
目
標
を
発
表
し
た
(
4
)
。
こ
れ
は
横
浜

市
総
合
計
画
に
示
さ
れ
る
「
魚
が
す
み
、
釣
り
や
水
遊

び
が
楽
し
め
る
海
や
川
を
市
民
の
手
に
取
り
も
ど
す
」

表―5　浄化槽設置状況
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た
め
の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
本
市
公
害
対
策
審
議

会
・
学
術
部
会
が
四
十
九
年
一
月
以
来
検
討
を
続
け
、

昨
年
七
月
に
市
長
へ
建
議
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
目
標
は
、
ま
ず
、
市
民
が
市
民
感
覚
と
し
て
、

海
や
川
を
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
な
じ
み
や

す
い
生
物
指
標
お
よ
び
水
質
達
成
目
標
を
設
定
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
一
　
生
物
指
標
の
設
定

　
ま
ず
、
「
目
標
魚
を
何
に
す
る
か
」
「
目
標
魚
を
棲
息
さ

せ
る
た
め
の
環
境
条
件
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
等
に
つ

い
て
の
検
討
の
結
果
、
横
浜
市
の
生
物
指
標
を
、
表
―

６
の
と
お
り
設
定
し
た
。
こ
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、

市
内
河
川
・
海
域
の
実
態
調
査
を
も
と
に
し
、
代
表
的

生
物
を
六
二
種
選
定
し
た
。
す
な
わ
ち
河
川
に
つ
い
て

は
、
魚
類
（
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
等
一
二
種
）
、
小
動
物
（
プ

ラ
ナ
リ
ア
等
一
四
種
）
及
び
藻
類
、
そ
の
他
（
セ
キ
シ

ョ
ウ
モ
等
一
〇
種
）
を
選
定
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
生
物
を
五
段
階
の
感
覚
指
標
で
区
分
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
直
感
的
に
生
物
と
水
質
の
関
係
が
わ
か
る
よ
う
に

し
た
。
ま
た
市
民
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
れ
ば
、

昭
和
三
十
～
三
十
五
年
頃
ま
で
は
、
き
れ
い
な
水
域
に

ウ
グ
イ
や
オ
イ
カ
ワ
（
別
名
ヤ
マ
ベ
）
等
が
よ
く
見
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
ら
を
目
標
生
物
と
し

た
（
表
-
６
）
。

表-6　横浜市水域における生物指標
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二
　
水
質
達
成
目
標
の
設
定

　
前
項
の
目
標
生
物
が
棲
息
で
き
る
こ
と
と
今
日
の
水

質
分
析
法
の
進
歩
等
を
考
え
合
わ
せ
、
水
質
達
成
目
標

を
、
表
―
７
の
と
お
り
設
定
し
た
。
こ
の
設
定
に
あ
た

っ
て
は
、
公
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く
水
質
汚
濁
に
係

る
環
境
基
準
も
考
慮
し
、
健
康
項
目
に
つ
い
て
は
一
律

基
準
を
、
生
活
環
境
基
準
に
つ
い
て
は
魚
の
棲
息
限
界

と
さ
れ
る
河
川
の
Ｃ
類
型
の
基
準
を
採
用
し
た
。
ま

た
、
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
「
水
道
水
源
の
水

質
基
準
」
の
三
類
を
採
用
し
た
。

表―7　横浜市水域における水質達成目標

　
三
　
今
後
の
課
題

　
河
川
に
魚
が
棲
む
た
め
に
は
、
棲
息
に
適
し
た
環
境

が
の
ぞ
ま
れ
、
水
質
環
境
だ
け
で
な
く
、
維
持
水
量
、

お
よ
び
河
川
形
態
等
の
物
理
的
側
面
も
考
慮
し
た
施
策

が
必
要
で
あ
る
。

　
さ
き
に
述
べ
た
「
魚
の
浮
上
」
の
ニ
ュ
ー
ス
の
よ
う

に
、
水
田
に
か
ん
が
い
用
水
を
取
ら
れ
る
と
河
川
本
流

に
水
が
な
く
な
る
よ
う
で
は
、
と
て
も
魚
が
棲
息
す
る

に
は
無
理
で
あ
る
。
ま
ず
水
源
で
あ
る
緑
地
部
分
の
開

発
に
は
洪
水
時
だ
け
で
な
く
、
水
量
を
維
持
す
る
た
め

の
遊
水
池
等
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
現
在
で
も
、
上
流

域
に
は
自
然
そ
の
ま
ま
の
湿
地
帯
が
み
ら
れ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
貴
重
な
保
水
地
域
を
積
極
的
に
保
護
す
る
こ

と
が
、
そ
の
河
川
の
生
物
の
た
め
に
重
要
な
施
策
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
緑
地
保
全
が
当
然
の
こ
と
と
し
て
浮

か
び
上
っ
て
く
る
が
、
土
地
利
用
計
画
、
開
発
計
画
等

に
つ
い
て
は
、
事
前
に
、
厳
し
い
環
境
評
価
が
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
下
水
道
を
整
備
す
る
と
都
市
河
川
の
水
は
な
く
な
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
市
の
場
合
は
、
現
計
画
に
あ
る

分
流
方
式
を
効
果
的
に
推
進
し
。
雨
水
滞
水
池
の
設
置
。

さ
ら
に
検
討
段
階
に
あ
る
高
度
処
理
（
三
次
処
理
）
の

早
期
実
施
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
河
川
水
質
と
水
量
の

安
定
化
が
の
ぞ
ま
れ
る
。
内
陸
に
あ
る
大
手
工
場
排
水

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
公
害
対
策
局
が
、
公
害
防
止
協
定

を
進
め
て
お
り
、
工
程
水
利
用
の
合
理
化
・
ク
ロ
ー
ズ

ド
化
・
高
度
処
理
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
処
理
水
で

魚
が
正
常
に
飼
育
で
き
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
大
手
工
場
排
水
に
つ
い
て
は
、
河
川
水
量

維
持
の
た
め
に
も
、
公
共
下
水
道
に
取
り
入
れ
ず
、
直

接
河
川
に
放
流
す
る
方
向
で
す
す
め
る
の
が
合
理
的
で

あ
る
と
考
え
る
。

　
次
に
、
河
川
水
の
流
速
で
あ
る
が
、
都
市
河
川
の
場

合
は
特
に
重
要
な
点
で
あ
る
。
ま
た
生
物
の
種
類
に
よ

っ
て
好
ん
で
棲
息
す
る
河
床
の
型
が
違
う
と
い
わ
れ
て

い
る
(
5
)
。
魚
の
た
め
に
も
瀬
と
淵
と
が
断
続
し
、
し
か
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も
川
幅
の
流
れ
の
方
向
に
も
適
当
な
変
化
が
あ
っ
て
、

魚
の
か
く
れ
る
場
所
の
あ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。
護

岸
も
平
ら
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
側
壁
で
な
く
、
板
囲
い

に
木
の
抗
、
石
垣
・
蛇
寵
な
ど
が
よ
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　
河
川
の
底
質
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
流
水
に
す
む
魚

は
石
底
を
好
み
、
止
水
を
す
み
か
と
す
る
魚
は
泥
底
を

好
む
。
こ
れ
は
魚
の
相
性
と
も
関
係
す
る
わ
け
で
、
ア

ユ
は
石
面
に
つ
く
付
着
藻
類
を
、
ウ
グ
イ
、
オ
イ
カ
ワ

は
石
底
に
す
む
昆
虫
の
幼
虫
な
ど
の
小
動
物
を
、
フ

ナ
・
コ
イ
・
ド
ジ
ョ
ウ
な
ど
は
泥
底
に
す
む
小
動
物

や
、
水
草
の
芽
、
泥
底
の
有
機
物
な
ど
を
主
食
と
し
て

い
る
。
正
常
に
棲
息
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
繁
殖
ま
で

考
え
る
こ
と
で
あ
り
、
都
市
河
川
に
つ
い
て
は
、
水
質

も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
魚
種
も
限
定
さ
れ
、
と
き
ど

き
人
工
的
に
稚
魚
を
放
流
し
て
補
給
し
て
や
る
必
要
が

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
魚
の
棲
息
条
件
を
あ
げ
て
み
る
と
、
現

在
の
河
川
改
修
の
必
要
条
件
と
の
矛
盾
が
多
く
、
ど
の

て
い
ど
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
で
あ

り
、
都
市
河
川
に
と
っ
て
の
至
難
な
課
題
で
あ
る
も
の

の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
と
り
あ
え
ず
、
あ
る
水
域
を
指
定

し
て
、
水
辺
の
植
生
な
ど
と
共
に
生
態
環
境
の
復
元
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を

得
つ
つ
、
生
物
の
す
め
る
河
川
を
回
復
し
た
い
と
い
う

意
向
で
あ
る
が
、
そ
の
進
め
方
は
い
か
に
す
べ
き
か
が

問
題
で
あ
る
。
そ
の
解
決
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
図
-
４

に
示
す
よ
う
な
計
画
化
の
考
え
方
を
と
っ
た
。
こ
れ
は

科
学
技
術
の
計
画
化
手
法
の
第
一
歩
と
い
わ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
目
的
と
目
標
を
き
わ
め
て
具
体
的
に
設

定
し
、
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
な
か
か
ら
検
討
テ
ー
マ

を
選
び
だ
し
、
手
法
を
導
き
だ
す
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
検
討
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て
は
図
-
５
（
四
五
頁
）

に
と
り
だ
し
て
あ
る
。
い
ず
れ
も
計
測
し
、
予
測
し
、

規
制
し
て
い
く
こ
と
は
現
実
の
行
政
の
な
か
で
は
き
わ

め
て
む
づ
か
し
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
が
、
少
な
く
と

も
関
連
事
項
は
こ
の
よ
う
に
樹
木
図
化
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

　
さ
き
の
生
物
指
標
や
水
質
目
標
の
設
定
は
、
こ
の
な

か
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
と
り
あ
え

ず
は
、
幅
広
く
市
民
に
周
知
徹
底
す
る
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
の
達
成
の
た
め
の
総
量
規
制
の
導
入
及
び
高
度

処
理
の
検
討
、
河
川
水
質
汚
濁
機
構
の
解
明
な
ど
を
現

在
実
施
中
で
あ
る
。
な
お
、
市
民
に
周
知
す
る
た
め
の

一
環
と
し
て
、
生
物
指
標
を
中
心
と
し
た
小
学
校
高
学

年
、
中
学
校
向
け
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
教
材
「
よ
こ
は

ま
の
海
と
川
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
理
科
の
先
生
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
現
在
作
成
中
で
あ
る
。

図‐４　体系化の考え方
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（
注
）

１
『
水
の
科
学
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
　
北
野
　
康

２
『
横
浜
市
水
質
環
境
総
合
調
査
』
第
１
報
・
第
２
報

３
「
都
市
に
お
け
る
降
雨
流
出
と
排
水
施
設
」
土
木
技

　
術
資
料
1
6
-
5
（
一
九
七
四
）
山
口
高
志

４
『
横
浜
市
水
域
に
お
け
る
水
質
環
境
目
標
』
昭
和
5
0

　
年
1
0
月

５
「
都
市
河
川
と
魚
類
」
土
木
技
術
資
料
1
6
-
5
（
一

　
九
七
四
）
中
村
守
純

図一５　河川水質汚濁防止体系〈関連樹木図〉

体系概念：昭和60年までに少なくとも市内河川全域に「魚が棲めること」を目標とする
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